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*1 農道や林道に架設されている橋梁を含む
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１１１１．．．．策定策定策定策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨

奈良県内には、平成22年1月時点で10,526橋の道路橋

*1

があり、これらの橋梁の多

くは、高度経済成長期の1950年代後半から1970年代前半に建設され、本県の経済発展

に多大な役割を果たしてきたが、建設後50年を経過することで想定していなかった劣

化・損傷の危険性が高まっている。

橋梁の高齢化が進む中、平成19年8月に米国のミネソタ州で鋼トラス橋が、補修・

補強の遅れから突然崩落し、多数の死傷者を出す惨事となった。また、国内の直轄国

道でも、平成19年6月に国道23号（名四国道）の木曽川大橋において、鋼トラス橋の

き そ がわおおはし
斜材の腐食による破断事故が発生している。奈良県内の直轄国道においても、平成18

年10月に国道25号（名阪国道）の山添橋において、大型車輌の交通量急増に伴う繰り

やまぞえばし
返し荷重による疲労が原因で、疲労設計導入（2002年）以前に設計された橋梁の鋼材

主桁部に亀裂が発生し、通行規制が行われたため道路利用者が広域迂回を強いられ、

多大な経済損失を発生させた。県管理橋梁では、平成21年8月に宇陀市榛原区の榛原

う だ し はいばら く はいばら
大橋の高欄が落下する事故が発生している。これらの事故については、橋梁の高齢化

おおはし
の過程で発生した想定外の劣化・損傷に対して適切な点検・補修・補強を行っていな

かったことが原因の一つと考えられる。

現下の経済情勢による今後の税収動向の不透明さや少子高齢化の進展による社会保

障費の増加により、今後、より一層厳しい財政運営を余儀なくされる中、道路特定財

源が一般財源化されたことから、道路整備予算についても安定的な確保が困難となる

ことが見込まれる。

さらに、平成19年4月に国土交通省が、橋梁の安全性及び信頼性の確保並びに財政

負担の軽減を目的に予防保全への転換を促す計画策定支援制度を創設したことを受け

て、地方公共団体は、管理橋梁について長寿命化修繕計画を策定するとともに、損傷

発生した後に大規模な補修・補強を行う「事後保全」から、定期点検を行い、損傷発

生前に計画的に補修を行う「予防保全」へ維持管理の方針転換を図っている。

このため、本県でも、橋長15ｍ以上の県管理橋梁の点検・調査を行い、学識経験者

の意見を踏まえて「奈良県橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、「事後保全」から「予

防保全」への方針転換に組織的に取り組み、道路橋の安全・安心な通行の確保や維持

管理コストの削減を図ることとする。また、市町村への支援体制を充実させることで、

県内橋梁全てについて適切な維持管理を目指す。

なお本計画については、今後の点検・調査の結果及び財政状況や社会状況の変化等

により、適宜見直しを行う予定である。



*2 奈良県道路公社管理の第二阪奈有料道路の 9.6kmを含む
*3 市町村が管理する農道・林道を含む
*4 平成 19年 3月、国土交通省「荒廃する日本」としないための道路管理より引用
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２２２２．．．．現状現状現状現状とととと課題課題課題課題

((((1111))))奈良県内奈良県内奈良県内奈良県内のののの管理橋梁管理橋梁管理橋梁管理橋梁

道路は、県民の日常生活や社会活動を支える根幹的社会資本であり、安全に通行でき

る道路ネットワークの確保が必要である。県内には、平成22年1月時点で、約12,190km

の道路があり、そのうち国管理道路延長が198km、県管理道路延長が約2,050km

*2

、市町

村管理道路延長が約9,942kmとなっている。

鉄道、道路及び渓谷等と交差し、円滑な交通流を確保するために重要な施設である

橋梁（橋長2ｍ以上）は、平成22年1月現在、県内に10,526橋が架かっており、その内

訳は、国が管理するものが216橋

25.7km（うち橋長15m以上109橋

25km）、県が管理するものが2,011

橋 45.4km（うち橋長15ｍ以上726

橋 35.4km）、奈良県道路公社が管

理するものが13橋 1.6km（全てが

橋長15m以上）、市町村が管理する

もの

*3

が8,286橋 92.1km（うち橋

長15ｍ以上1,529橋 56.7km）であり、その形式、橋長、

材料及び建設年次等は多岐にわたっている。

県管理国道、県道及び市町村道に架かる橋梁は、

一部戦前に建設されたものもあるが、高度成長期の

1950年代後半から1970年代前半に建設されたものが

多数を占め、本県の経済発展に多大な役割を果たし

てきた。しかし、これらの橋梁は、既に建設後40年

を経過しており、近々に、橋梁の更新時期の目安と

される建設後50年を経過することになる。また、現

在約15％を占める架設後50年を経過した橋梁（以下、

「高齢化橋梁」という）の割合が、20年後の2030年 図図図図1111 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの橋梁割合橋梁割合橋梁割合橋梁割合
には約60％に急増するが、全国の管理橋梁の高齢化割合が2006年の6％から2026年に

は約47％

*4

になることと比較すれば、県内橋梁の高齢化の進展が早く、早期の補修・

補強対策が求められていることを示しており、このまま放置すれば、道路橋の安全性

が確保出来ないばかりか、試算では、架け替え等で、今後50年間に約1,320億円の投

表1　奈良県内の管理橋梁橋梁数（橋） 橋梁総延長（kｍ）216 25.7787 24.31,237 22.77,646 84.550 0.6590 7.010,526 164.8※　奈良県道路公社管理の第二阪奈有料道路の橋梁を含む
県道の橋梁市町村道の橋梁国道（県管理等※）の橋梁国道（直轄管理）の橋梁
林道の橋梁農道の橋梁計

市町村道　72.6%
県管理国道県道　19.2%林道　5.6%農道　0.5% 直轄国道　2.1%



*5 昭和 55年道路橋示方書よりも古い基準を適用した橋梁について、以下の①～⑥に該当する構造を有する橋梁を対象として選定する。（１）橋脚補強の対象構造①段落とし部のある鉄筋コンクリート製単柱橋脚 ②鋼製単柱橋脚③連続橋の段落し部ある鉄筋コンクリート製固定橋脚（２）落橋防止システム設置の対象構造④両端が橋台でない単純桁 ⑤ゲルバー桁 ⑥流動化の影響を受ける可能性のある連続桁
*6 震災時における、避難・救助をはじめ、物資の供給、諸施設の復旧等を広域的に実施するために対応した交通の確保を図ることを目的に、定めた重要な路線。◎第1次緊急輸送道路・県外からの支援を受けるための広域幹線道路（高規格幹線道路、一般国道）・地震発生時、防災拠点を管理すべき県庁所在地、災害管理対策拠点を相互に連絡する道路◎第２次緊急輸送道路・第1次緊急輸送道路と地震発生時直後に必要とされる防災拠点を連絡する道路
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資が必要となる。

さらに、本県には、平成７年兵庫県南部地震で倒壊及び重大な損傷が発生した橋梁

と同形式の橋梁

*5

が第１次・第２次緊急輸送道路

*6

上に110橋架設されており、うち耐

震補強の未対策な橋梁は、国道及び県道の計7路線上に35橋ある。

緊急輸送道路として指定されてい

る県土を縦横断する広域幹線道路上

にある橋梁が地震により倒壊や重大

な損傷を受ければ、道路ネットワー

クが寸断されることになる。よって

「安全で信頼性の高い道路サービス

の確保」の観点からも、耐震補強対

策を早期に行う必要がある。 図図図図2222 奈良県内奈良県内奈良県内奈良県内のののの年次別架設橋梁数年次別架設橋梁数年次別架設橋梁数年次別架設橋梁数
図図図図3333 架設後架設後架設後架設後50505050年年年年をををを経過経過経過経過するするするする橋梁割合橋梁割合橋梁割合橋梁割合（（（（県及県及県及県及びびびび市町村管理市町村管理市町村管理市町村管理））））

10年後 10年後

架設後50年を経過する割合架設後50年未満の割合架設後50年を経過する割合架設後50年未満の割合
15%85%2010年1月末現在15%85%2010年1月末現在 36%64%2020年1月末現在36%64%2020年1月末現在 60%40%2030年1月末現在60%40%2030年1月末現在

010203040
50607080
1921 1931 1941 1951 1961 1971 1981 1991 2001 【年】
【橋】 市町村管理県管理高度経済成長期



*7 県の中央部を東西に横断する中央構造線より北部の地域であり、概ね標高 100m以下の平野で構成される地域（奈良盆地）
*8 県の中央部を東西に横断する中央構造線より北部の地域であり、東部の高原地域
*9 県の中央部を東西に横断する中央構造線より南部の地域であり、県土の60%を占める
*10 アーチ、トラス、ラーメン、斜張橋、吊橋など、一般的な桁形式ではなく特殊な主構造を有する橋梁
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2006年時点 2026年時点図図図図4444 架設後架設後架設後架設後50505050年年年年をををを経過経過経過経過するするするする橋梁数橋梁数橋梁数橋梁数（（（（全国全国全国全国のののの橋梁橋梁橋梁橋梁））））

図図図図5555 架替累積費用架替累積費用架替累積費用架替累積費用とととと架替橋梁数架替橋梁数架替橋梁数架替橋梁数
次に、県管理橋梁（橋長15m以上726橋）の現状を地域別に見てみる。

大和平野地域

*7

には、橋梁が264橋あり、そのうち跨線・跨道橋または橋長100m以

上の長大橋は45橋あり、点検結果から33橋において何らかの損傷が確認された。これ

らの橋梁の落橋や重大な損傷等により、関連する鉄道や道路が寸断されれば、地域住

民の日常生活に支障をきたすだけでなく、経済活動に多大な社会的損失を発生させる

こととなる。

また、中山間地域である大和高原地域

*8

及び五條吉野地域

*9

には、橋梁が462橋あり、

そのうち特殊橋梁

*10

または橋長100m以上の長大橋は102橋である。これら山岳地域に

架かる橋梁は、構造も複雑なため、一旦損傷が発生すれば、点検及び補修・補強など

の適切な維持管理に長い期間と多大な費用が必要となる。

市町村管理橋梁については、維持管理に関して高度な専門知識を必要とする橋長100m

20年後20年後

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000
2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055西　暦累積費用（百万円） 0102030

405060 橋梁数（橋）架替橋梁数架替費用(累積)
架設後50年を経過する割合架設後50年未満の割合架設後50年を経過する割合架設後50年未満の割合

142,900橋　　94%9,100橋　  6% 71,400橋　　47%80,600橋　　53%



*11 林道に架かる２橋を含む
*12 平成 21年 10月に奈良県が各都道府県に実施した、アンケート結果による
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以上の長大橋が、21市町村に81

*11

橋ある。しかし、市町村には土木技術職員数が少なく、

高度な専門知識を必要とする長大橋を適切に維持管理する体制が整備されていない。表表表表2222 市町村管理橋長市町村管理橋長市町村管理橋長市町村管理橋長５０５０５０５０ｍｍｍｍ以上以上以上以上のののの橋梁橋梁橋梁橋梁
※農道・林道を含む

((((2222))))橋梁管理橋梁管理橋梁管理橋梁管理のののの現状現状現状現状

①①①①県管理橋梁県管理橋梁県管理橋梁県管理橋梁

県管理橋梁（2,011橋）の維持管理は、これまでは土木事務所職員による橋面上か

らの点検と、損傷が顕在化した後に点検・補修・補強を実施する対症療法的なもので

あり、橋梁長寿命化の視点に立った日常点検及び維持管理を行う手法が未確立であっ

た。しかし今後は、橋梁を長寿命化させる視点に立った維持管理が必要であることか

ら、県では、国土技術政策総合研究所資料である「道路橋に関する基礎データ収集要

領」に基づき、平成19年度から平成21年度にかけて橋長15m以上の県管理橋梁（726橋）

について、本計画策定のための点検を実施した。すでに京都府など10府県

*12

では、独

自に点検要領を定めて、組織体制を整備し、土木技術職員自らが点検を実施している。

しかし、本県の場合は、組織体制が整備されていないことから、橋梁点検を外部委託

により実施したため、土木技術職員の橋梁点検能力の向上に結びついていない。

よって、本計画策定後、県土木技術職員が継続的に橋梁点検を実施するためには、

組織体制の整備および職員の橋梁点検能力向上が必要である。

②②②②市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁

県は、市町村に対して橋梁の点検方法及び「橋梁長寿命化修繕計画」策定に関する

講習会を行ってきた。しかし、県内各市町村の土木技術職員数は少なく、12町村では

土木技術職員がいないという現状である。このため橋梁点検・計画策定のための組織

体制が整っておらず、橋梁点検能力を有さないなど、道路橋を適切に保全する観点か

ら多くの課題がある。

橋梁長寿命化修繕計画を策定するための市町村道上の橋梁（7,646橋）の定期点検

完了率は、平成22年1月末時点で、橋長15ｍ以上の橋梁については約36％、橋長15ｍ

50m～100m 100m～ 計

市 72 29 101

町 32 26 58

村 61 26 87

計 165 81 246

（橋）
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未満の橋梁については未実施であり、全国の点検完了率38%と同様低い完了率となっ

ている。よって、県による市町村への更なる技術支援が必要である。

図図図図6666 市町村市町村市町村市町村のののの橋梁点検率橋梁点検率橋梁点検率橋梁点検率のののの推移推移推移推移

図図図図7777 市町村市町村市町村市町村のののの土木技術職員数土木技術職員数土木技術職員数土木技術職員数およびおよびおよびおよび長大橋梁数長大橋梁数長大橋梁数長大橋梁数

0204060
80100

H19 H20 H21 H22 H23 H24 年度
点検率（%）

点検率36%と点検が進んでいない技術支援により点検率を増加

凡　　例

3

50～100mの橋梁数100m以上の橋梁数

96

24

6

56 1
1 1
1 342 22

50～100mの橋梁数100m以上の橋梁数

141 31
324

7 57
42 42

218 13
35 103713262

30

18

53

5

1



*13 骨材中に含まれるシリカとセメントのアルカリ成分、水が反応することで生じたアルカリシリカゲルが膨張しコンクリートにひび割れを生じさせる現象
*14 ボルトの締付後、時間経過により、突然破壊が起こる現象。腐食反応で発生する水素が、鋼中に侵入して起こる水素脆性が原因。材料の強度が高くなるにつれ、発生する可能性は著しく増す
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③③③③現状現状現状現状のののの維持管理維持管理維持管理維持管理のののの課題課題課題課題

県・市町村ともに橋梁長寿命化の視点での日常点検及び維持管理を実施しておら

ず、橋梁の損傷が顕著になった後に大規模な補修・補強工事を実施する「事後保全」

型維持管理となっている。

この「事後保全」型維持管理については、以下のような課題がある。

１）大規模補修や架替えにより、多額の補修・補強費用が必要となり膨大な財政負

担が発生する。

２）緊急工事にともなう通行止により、地域住民の日常生活への支障及び経済活動

に多大な損失を及ぼす。

３）損傷した橋梁を点検せず放置することで、重大な損傷を惹起させ、安全性の確

保に支障をきたし、ひいては落橋事故に至るような損傷に進行し、人命を危険に

さらすこととなる。

これらの課題を解決するためにも、「事後保全」型維持管理から、損傷発生前に

計画的に補修・補強を行う「予防保全」型維持管理への方針転換が必要である。

((((3333))))橋梁橋梁橋梁橋梁のののの点検結果点検結果点検結果点検結果

平成19年度から平成21年度にかけて、本計画策定のための点検を行った橋長15m以

上の県管理橋梁（726橋）については、応急対策が必要な損傷は発見されなかったが、

72%にあたる526橋に何らかの劣化・損傷が発見された。また、損傷箇所別では、約35%

にあたる254橋の支承に劣化・損傷が発見され、約30%にあたる218橋においては、落橋

等に直接影響を与える主桁に何らかの損傷が発見された。

橋梁構造、地域、部材、経過年数別の点検結果の考察は、以下のとおりである。

①①①①橋梁構造別橋梁構造別橋梁構造別橋梁構造別のののの損傷内容損傷内容損傷内容損傷内容

点検の結果、比較的大きな損傷があり、早急に補修が必要な橋梁は76橋存在した。

その劣化・損傷内容は多様であるが、鋼桁の腐食、PC桁のひび割れ及びアルカリ骨

材反応

*13

が約54%にあたる41橋において発見された（その他劣化・損傷には、鋼桁

の亀裂、高耐力ボルト（F11T)の遅れ破壊

*14

、RC桁の鉄筋露出、床版のひび割れ、

支承の機能障害などが35橋）。次ページの写真は、その損傷の一例である。
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図図図図8888 鋼桁鋼桁鋼桁鋼桁のののの腐食腐食腐食腐食 図図図図9999 PCPCPCPC桁桁桁桁のひびのひびのひびのひび割割割割れれれれ・・・・遊離石灰遊離石灰遊離石灰遊離石灰

図図図図10101010 アルカリアルカリアルカリアルカリ骨材反応骨材反応骨材反応骨材反応 図図図図11111111 支承支承支承支承のののの機能障害機能障害機能障害機能障害

図図図図12121212 床版床版床版床版のののの鉄筋露出鉄筋露出鉄筋露出鉄筋露出 図図図図13131313 RCRCRCRC桁桁桁桁のののの鉄筋露出鉄筋露出鉄筋露出鉄筋露出
１）鋼桁の腐食

本県には海岸線が無く、また凍結防止剤散布地域も限定的であることから、

他の都道府県と比較しても腐食進行速度は遅いと考えられ、点検結果において

も塩害による劣化・損傷は発見されなかった。しかし、橋面からの漏水や桁端

部における草木の繁茂による高湿度が原因と考えられる腐食が、13橋に発生し

ており、うち11橋が中山間地域の架設後30年を経過した橋梁に集中している。



*15 コンクリートの中のカルシウム分が溶け出し、炭酸ガスと反応し、炭酸カルシウムになったもの
*16 橋梁の損傷状況を 100～０で定量的に評価する。全く損傷が無い状態を 100とし、荷重制限や通行規制が必要な状態を０とする。
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２）PC桁のひび割れ

PC桁は、高強度コンクリートを使用し、工場で高い技術力により製作される

ことから、損傷に至るような劣化はないと言われてきた。しかし、現在、全国

的に架設後の経過年数や地域に関係なく、PC桁の損傷が確認されている。本県

においても、県内全域で16橋のPC桁にひび割れが発生し、そのうち15橋につい

ては、遊離石灰

*15

やコンクリートの剥離を併発していた。

３）アルカリ骨材反応

今回の点検では、13橋にアルカリ骨材反応が発見され、うち11橋が大和平野

地域に集中している。アルカリ骨材反応は、骨材中に含まれるシリカとセメン

トのアルカリ成分、水が反応することで生じたアルカリシリカゲルが膨張しコ

ンクリートにひび割れを生じさせる現象である。これは、大和平野地域におい

て反応性成分を含む骨材が多く採取された可能性が高いことと、骨材に許容さ

れる反応性成分量の基準が架設時期には明確でなかったことが原因であると考

えられる。

別紙に、比較的大きな損傷がある76橋のリストを記す。

②②②②地域別傾向地域別傾向地域別傾向地域別傾向

県管理橋梁を3地域（大和平野、大和高原、五條吉野）に分類し、地域別に橋梁

の健全度

*16

を分析した結果を以下に記す。

地域別にみると、大和平野が都市平野部、大

和高原がなだらかな山地、五條吉野が急峻な

山岳という地形的特色を示すが、各地域の個

別橋梁の供用年月や形式が多岐に渡っている

ため、健全度の明確な地域別傾向はない。図図図図14141414 地域別健全度地域別健全度地域別健全度地域別健全度0%20%40%60%80%100%健全度分布
大和平野 大和高原 五條吉野 【地域】
地域別健全度：全部材100～8080～6060～4040～2020～0

③③③③部材別傾向部材別傾向部材別傾向部材別傾向

県管理橋梁を、鋼桁、コンクリート桁、床版、支承について、架設時からの経過

年数別に分類し、部材別に健全度を分析した結果を以下に記す。

部材別にみると、一般的に経過年数に応じて、健全度が低くなると予測されたが、

コンクリート桁と支承については、経過年数と健全度の相関性はみられなかった。

これは、経過年数よりも、大型車両の交通量や排水施設の保全状態が、損傷に大き

な影響を与えることや、今までの補修履歴を把握出来ていないことなどが要因であ
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ると考えられる。このことから、今後は定期点検により損傷状況を把握するととも

に補修履歴などをデータベース化する必要がある。

0%20%40%60%80%100%健全度分布
0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 60～ 不明経過年数

経過年数別健全度：鋼桁100～8080～6060～4040～2020～0 0%20%40%60%80%100%健全度分布
0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 60～ 不明経過年数

経過年数別健全度：ｺﾝｸﾘｰﾄ桁100～8080～6060～4040～2020～0
図図図図15151515 鋼桁鋼桁鋼桁鋼桁のののの経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度 図図図図16161616 ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ桁桁桁桁のののの経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度

0%20%40%60%80%100%健全度分布
0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 60～ 不明経過年数

経過年数別健全度：床版100～8080～6060～4040～2020～0 0%20%40%60%80%100%健全度分布
0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 60～ 不明経過年数

経過年数別健全度：支承100～8080～6060～4040～2020～0
図図図図17171717 床版床版床版床版のののの経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度 図図図図18181818 支承支承支承支承のののの経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度

鋼桁、床版については、経過年数に応じて、健全度が低くなる傾向がみられる。

鋼桁については、架設後30年を境に健全度60以下のものが多く、錆、腐食等の損傷

（健全度60～40程度）が見受けられる。今後、急速に橋梁が高齢化することから、多

数の鋼桁の補修が必要になると想定されるため、補修を計画的に行う必要がある。

床版についても、大きな損傷が発見された橋梁もあり、経過年数に応じて、健全度

が低くなっていることから、鋼桁と同様に計画的に補修を実施する必要がある。

④④④④経過年数別傾向経過年数別傾向経過年数別傾向経過年数別傾向

県管理橋梁を、架設後の経過年数別

に分類し、健全度を分析した結果を記

す。橋梁単位でみると、経過年数に応

じて、健全度の低い橋梁が多くなって

いる。これは、橋梁全体が劣化してい

るのではなく、ある特定の部材や箇所

の劣化が進んでいることが原因である。 図図図図19191919 橋梁単位橋梁単位橋梁単位橋梁単位のののの経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度経過年数別健全度0%20%40%60%80%100%健全度分布
0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 60～ 不明経過年数

経過年数別健全度100～8080～6060～4040～2020～0



*17 本計画は、点検の完了した726橋（橋長15m以上）の計画である。橋長15m未満については、平成21年度の橋梁点検が完了した時点で追加策定予定である。
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３３３３．．．．今後今後今後今後のののの橋梁橋梁橋梁橋梁のののの維持管理方針維持管理方針維持管理方針維持管理方針

安全・安心な道路ネットワークの確保と橋梁の維持管理コストの縮減を図るた

め、「事後保全」型維持管理から「予防保全」型維持管理への転換を図る。

そのため、県土木事務所の組織体制強化と土木技術職員の能力向上を図り、計

画的・効率的に橋梁の維持管理を実施する。

併せて、市町村が実施すべき事務を県が担当する「垂直補完」により、市町村

に対する技術的支援と橋梁長寿命化修繕計画策定に取り組む。

県管理橋梁の急速な高齢化に加え、橋梁点検の結果、損傷橋梁が多数存在している

ことを踏まえ、損傷が発生した後に補修・補強工事を行う「事後保全」型維持管理か

ら、計画的かつ効率的な「予防保全」型維持管理への転換を図ることとする。

特に、損傷の予防や早期発見が出来るように、長寿命化の視点での日常点検及び維

持管理に重点的に取り組むため、組織体制の強化を図り、県土木技術職員の橋梁に関

する知識及び点検・補修能力の向上に努める。

加えて、土木技術職員において維持管理技術の伝承を行い、継続的な「予防保全」

型維持管理が可能な体制を構築する。

各個別橋梁の補修・補強対策

*17
については、早急に補修すべき損傷が発見された橋

梁を優先するとともに、各橋梁のデータベースを構築し、損傷の劣化速度を予測する

ことで、重大な損傷の発生による通行規制時に道路ネットワークが遮断されることの

ないよう計画的に補修工事を実施する。また、定期点検を実施することで、軽微な損

傷であっても早期に発見することに重点的に取り組むこととする。

一方、市町村管理橋梁についても「予防保全」型維持管理を実施するため、県が市

町村に対して「垂直補完」により、橋梁点検等の技術的支援や橋梁長寿命化修繕計画

策定を行う。
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４４４４．．．．橋梁長寿命化橋梁長寿命化橋梁長寿命化橋梁長寿命化にににに向向向向けてけてけてけて

((((1111))))長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化のののの視点視点視点視点でのでのでのでの巡視内容巡視内容巡視内容巡視内容のののの充実充実充実充実

長寿命化の視点での日常点検及び維持管理を円滑に実施するため、組織的な点検体

制を構築するとともに、定期点検の結果を基に、路面の異常や高欄の損傷の有無、鋼

橋の錆、コンクリート橋のひび割れなど、点検時の着眼点や損傷事例の紹介等を内容

とする「橋梁点検マニュアル」を作成のうえ、土木事務所に配布し技術職員の橋梁点

検能力向上に活用する。

さらに、日常点検時には、橋梁本体に加えて排水桝の清掃や排水の適切な流末処理

等の点検・清掃を徹底することで、橋梁の主構造部の劣化・損傷の発生防止に努める。

図図図図20202020 職員職員職員職員によるによるによるによる日常日常日常日常およびおよびおよびおよび定期点検定期点検定期点検定期点検

図図図図21212121 職員職員職員職員によるによるによるによる日常日常日常日常のののの維持管理維持管理維持管理維持管理
((((2222))))今後今後今後今後のののの点検点検点検点検やややや修繕計画修繕計画修繕計画修繕計画のののの実施実施実施実施についてについてについてについて

県が管理する道路は、全ての路線が県民にとって重要な社会資本であり、ネットワ

ークを形成していることから、橋梁の架替や補修工事による交通規制が実施されれば

社会生活に多大な影響をもたらす。このため県管理橋梁2,011橋全てを対象に、損傷

が軽微な段階で維持・補修を行う、「予防保全」型維持管理を実施する。

具体的には、下記の点を踏まえた修繕計画とする。

①早急に補修が必要な損傷橋梁76橋については、補修が完了するまで、毎年点検を

実施し、損傷進行の有無を確認しながら、今後5年で補修対策を完了させる。

②県管理橋梁（726橋）については、橋梁毎に社会条件・供用条件・環境条件を考

日常点検日常点検日常点検日常点検 定期点検定期点検定期点検定期点検

清掃前清掃前清掃前清掃前 清掃中清掃中清掃中清掃中 清掃後清掃後清掃後清掃後



*18 重要度評価点については、P19 表-6参照
*19 人の病気は、小まめに検診し、軽症時に治療することで、重症化を防ぐだけでなく治療費も安価となる。橋梁の維持管理も同様である。
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慮した重要度評価に基づき下記（Ａ）から（Ｃ）の3段階の管理水準を設定し、重

要度に応じた予防保全を実施する。（管理水準を満たしていない損傷橋梁178橋に

ついては、補修工事を優先的に行う）

（Ａ）大規模補修や架替えが困難なため、損傷を発生させない

（主要幹線道路の跨線・跨道橋等 重要度評価点

*18

90点以上 対象橋梁20橋）

（Ｂ)通行規制に結びつく重大な損傷を発生させない

(代替路がない中山間地域の橋梁等 重要度評価点50点以上90点未満 対象橋梁277橋）

（Ｃ)補修・補強により、通行者への危険や突発的な通行止を発生させない

（その他橋梁 重要度評価点 90点未満 対象橋梁429橋）

③耐震補強が未対策な橋梁については、「予防保全」型維持管理との整合性をとり

ながら、今後5年間で耐震補強を完了させる。

④点検及び修繕計画は、個別橋梁毎の補修計画や補修工事の優先順位等を考慮した

今後10年間のものとする。

図図図図22222222 予防保全予防保全予防保全予防保全のののの重要性重要性重要性重要性（（（（病気病気病気病気のののの症状症状症状症状とのとのとのとの対比対比対比対比））））*19

別紙に、県管理橋梁 726橋について、今後 10年間の点検及び修繕計画を記す。

日常生活日常生活日常生活日常生活へのへのへのへの影響影響影響影響
小小小小

大大大大 ひび割れ貫通角落ち 床版打換え

症状 処置

ダウン風邪引き 病院風邪薬
状態 例）床版県管理橋梁例）人間

風邪の気配 うがい 炭素繊維／鋼板接着
対策工法健康 健康診断 ひび割れなし 定期点検１方向ひび割れ ひび割れ注入２方向ひび割れ

コストコストコストコスト・・・・社会的影響社会的影響社会的影響社会的影響
小小小小

大大大大
事後保全
予防保全

予防保全予防保全予防保全予防保全のののの重要性重要性重要性重要性（（（（病気病気病気病気のののの症状症状症状症状とのとのとのとの対比対比対比対比））））
日常生活日常生活日常生活日常生活へのへのへのへの影響影響影響影響
小小小小

大大大大

日常生活日常生活日常生活日常生活へのへのへのへの影響影響影響影響
小小小小

大大大大 ひび割れ貫通角落ち 床版打換え

症状 処置

ダウン風邪引き 病院風邪薬
状態 例）床版県管理橋梁例）人間

風邪の気配 うがい 炭素繊維／鋼板接着
対策工法健康 健康診断 ひび割れなし 定期点検１方向ひび割れ ひび割れ注入２方向ひび割れ

コストコストコストコスト・・・・社会的影響社会的影響社会的影響社会的影響
小小小小

大大大大

コストコストコストコスト・・・・社会的影響社会的影響社会的影響社会的影響
小小小小

大大大大
事後保全
予防保全

予防保全予防保全予防保全予防保全のののの重要性重要性重要性重要性（（（（病気病気病気病気のののの症状症状症状症状とのとのとのとの対比対比対比対比））））
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図図図図23232323 予防保全予防保全予防保全予防保全とととと事後保全事後保全事後保全事後保全ののののライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストのののの比較比較比較比較（（（（イメージイメージイメージイメージ））））
なお、個別橋梁毎および管理橋梁全体の点検及び修繕の計画については、下記の手

法により算出する。

図図図図24242424 点検点検点検点検・・・・補修計画補修計画補修計画補修計画のののの策定策定策定策定フローフローフローフロー
具体的な算出方法については、主要地方道奈良精華線にある山陵橋の主桁・横桁を

な ら せ い か せ ん みささぎばし
例として、次項より記す。

①橋梁点検

②健全度を評価

③損傷の進行速度を予測

④点検・補修時期を決定

④ライフサイクルコストを算出

個別橋梁単位での検討

①重要度を算出

管理橋梁全体での検討

③優先順位を決定

④耐震補強計画を決定

②ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽを構築

①橋梁点検

②健全度を評価

③損傷の進行速度を予測

④点検・補修時期を決定

④ライフサイクルコストを算出

個別橋梁単位での検討

①橋梁点検

②健全度を評価

③損傷の進行速度を予測

④点検・補修時期を決定

④ライフサイクルコストを算出

個別橋梁単位での検討

①重要度を算出

管理橋梁全体での検討

③優先順位を決定

④耐震補強計画を決定

②ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽを構築

コストコストコストコスト【百万円】
０1030２0

250
3540 50 60 70 80 90 100供用年数供用年数供用年数供用年数 【年】

4050 コスト縮減効果事後保全予防保全ひびわれ注入 ひびわれ注入 ひびわれ注入 ひびわれ注入炭素繊維工
床版打ち換え 架け替え定期点検予防保全損傷を予測補修を実施

点検を実施 事後保全損傷が発生 大規模補修※※※※予防保全予防保全予防保全予防保全によりによりによりにより橋梁橋梁橋梁橋梁ののののライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストのののの縮減縮減縮減縮減がががが可能可能可能可能コストコストコストコスト【百万円】
０1030２0

250
3540 50 60 70 80 90 100供用年数供用年数供用年数供用年数 【年】

4050 コスト縮減効果事後保全予防保全ひびわれ注入 ひびわれ注入 ひびわれ注入 ひびわれ注入炭素繊維工
床版打ち換え 架け替え定期点検予防保全損傷を予測補修を実施

点検を実施定期点検予防保全損傷を予測補修を実施
点検を実施 事後保全損傷が発生 大規模補修事後保全損傷が発生 大規模補修※※※※予防保全予防保全予防保全予防保全によりによりによりにより橋梁橋梁橋梁橋梁ののののライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストのののの縮減縮減縮減縮減がががが可能可能可能可能
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点検及点検及点検及点検及びびびび修繕計画修繕計画修繕計画修繕計画のののの算出方法算出方法算出方法算出方法

Ⅰ. 個別橋梁単位での検討

①橋梁点検

国土技術政策総合研究所資料である「道路橋に関する基礎データ収集要領」に基

づく点検を実施する。また、点検により、通行に危険を伴う重大な損傷、早急に対

策が必要な損傷及び現時点では有効な対策が確立されていない損傷などが発見され

た部材については、別途評価を行い、補修時期・補修方法等を検討する。

◎山陵橋の橋梁点検結果を表3に記す。表表表表3333 山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋のののの橋梁点検結果橋梁点検結果橋梁点検結果橋梁点検結果①腐食 ②亀裂 ③ボルトの脱落 ④破断 ⑤ひびわれ・漏水・遊離石灰
（番号） ⑥鉄筋露出 ⑦抜け落ち ⑧床版ひびわれ

⑨ＰＣ定着部の異常
⑩路面の凹凸 ⑪支承の機能障害

⑫下部工の変状
01 d 無 無 無 － － － － － － － － －02 d 無 無 無 － － － － － － － － －03 d 無 無 無 － － － － － － － － －04 d 無 無 無 － － － － － － － － －05 a 無 無 無 － － － － － － － － －01 a 無 無 無 － － － － － － － － －02 a 無 無 無 － － － － － － － － －03 b 無 無 無 － － － － － － － － －01 a 無 無 無 － － － － － － － － －02 a 無 無 無 － － － － － － － － －03 a 無 無 無 － － － － － － － － －01 － － － － － － 無 無 c 無 － － －02 － － － － － － 無 無 c 無 － － －03 － － － － － － 無 無 c 無 － － －04 － － － － － － 無 無 c 無 － － －05 － － － － － － 無 無 c 無 － － －06 － － － － － － 無 無 c 無 － － －01 － － － － b 無 － － 無 － － 無02 － － － － b 無 － － 無 － － 無101 － － － － － － － － － － － 無 －102 － － － － － － － － － － － 有 －103 － － － － － － － － － － － 有 －201 － － － － － － － － － － － 無 －202 － － － － － － － － － － － 有 －203 － － － － － － － － － － － 無 －204 － － － － － － － － － － － 無 －205 － － － － － － － － － － － 無 －路面 － － － － － － － － － － 無 － －その他

上部工構造形式鋼溶接橋　Ｉ桁（合成）橋梁管理番号 橋梁名 調査年29201110090 山陵橋 2008径間番号 1
備考

調査結果 鋼　部　材　の　損　傷 コ ン ク リ ー ト 部 材 の 損 傷 そ　の　他

下部工支承 ・A1上流側親柱部 欠損あり

主桁横桁・対傾構横構床版
主桁・横桁の点検結果
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図図図図25252525 主桁主桁主桁主桁01010101のののの損傷 図損傷 図損傷 図損傷 図26262626 主桁主桁主桁主桁03030303のののの損傷損傷損傷損傷腐食腐食腐食腐食「「「「dddd」」」」 腐食腐食腐食腐食「「「「dddd」」」」
図図図図27272727 主桁主桁主桁主桁04040404のののの損傷 図損傷 図損傷 図損傷 図28282828 横桁横桁横桁横桁01010101のののの損傷損傷損傷損傷腐食腐食腐食腐食「「「「dddd」」」」 腐食腐食腐食腐食「「「「aaaa」」」」

図図図図29292929 主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁のののの損傷状況図面損傷状況図面損傷状況図面損傷状況図面
主桁02　腐食-d主桁03　腐食-d図26

主桁01　腐食-d図25 主桁04　腐食-d図27
横桁03　腐食-b横桁01　腐食-a図28



*20劣化予測式の算出には、右図のマルコフ遷移確率行列を使用して、損傷度分布の推移を予測する。 0.950 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 a a0.050 0.940 0.000 0.000 0.000 0.000 b b0.000 0.060 0.950 0.000 0.000 0.000 c c0.000 0.000 0.050 0.950 0.000 0.000 d d0.000 0.000 0.000 0.050 0.975 0.000 e e0.000 0.000 0.000 0.000 0.025 1.000 R R1年間の遷移確率行列 t × ＝現在の損傷度分布 t年後の損傷度分布 
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②健全度（損傷状況）を評価

各橋梁の損傷状態により、全く損傷がない状態を100、損傷により荷重制限や通

行規制が必要となるような損傷の状態を0とし、0から100までの値で定量的に評価

を行う。

※健全度＝１００－「全体損傷度」

損傷点及び全体損傷度算出式は、次項のとおりである。表表表表4444 損傷判定損傷判定損傷判定損傷判定とととと損傷点損傷点損傷点損傷点
 損傷評価区分 損傷点a・無 0b 20c 50d 70e・有 90

D ＝ 20× D1 ＋ 50× D2

＋ 70 × D3 ＋ 90 × D4

D ：全体損傷度

D1 ：判定区分 bの要素の割合

D2 ：判定区分 cの要素の割合

D3 ：判定区分 dの要素の割合

D4 ：判定区分 e・有の要素の割合

損傷評価区分は、点検により得られた部材毎の損傷度である。

◎山陵橋の主桁の健全度（損傷状況）評価を、下式より算出し、表5に記す。

※主桁の全体損傷度 Ｄ＝20×1／8＋70×4／8＝37.5

主桁の健全度＝100－37.5＝62.5表表表表5555 山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋のののの主桁主桁主桁主桁のののの健全度健全度健全度健全度

③損傷の進行速度を予測

架設時の橋梁には損傷がないことから健全度は 100 である。しかし、時間の経過

にともない劣化が進むことから、点検時の損傷度と架設時からの経過年数より、現

在までの劣化進行の速度を逆算して算出することが可能である。この結果を分析し

て、劣化予測式

*20

を算出する。

62.50全体損傷度要素割合0.3750.1250.000 全体要素数8 37.50要素数
0.5000.000

34010
損傷度判定区分abec

損傷点
90
0205070

健全度
d



*21 管理水準(A)は健全度が 80、(B)は 60、(C)は 40を下回らない管理とする。山陵橋については、管理水準を(B)とする。（別紙に管理橋梁の管理水準を記す）
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図図図図30303030 劣化予測式劣化予測式劣化予測式劣化予測式のののの算出算出算出算出イメージイメージイメージイメージ
◎劣化予測式による山陵橋の健全度推移を、図31に記す。

図図図図31313131 山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋のののの主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁のののの健全度推移図健全度推移図健全度推移図健全度推移図
④最適な補修時期及びライフサイクルコストの算出

上記で算出した劣化予測式から最適な補修時期及び補修内容を決定し、今後50年の

維持管理費を算出する。図31より、山陵橋の主桁・横桁の最適な補修時期

*21

は、2011

年と2045年となる。

劣化予測線劣化予測線劣化予測線劣化予測線（（（（山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋　　　　主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁））））

100100100100

62.562.562.562.502040
6080100

0 10 20 30 40 50【【【【供用年供用年供用年供用年】】】】

【【【【健全度健全度健全度健全度】】】】

1969196919691969年架設年架設年架設年架設 供用年数供用年数供用年数供用年数39393939年年年年
経過年数経過年数経過年数経過年数とととと点検結果点検結果点検結果点検結果からからからから逆算逆算逆算逆算してしてしてして劣化予測式劣化予測式劣化予測式劣化予測式をををを算出算出算出算出竣工時竣工時竣工時竣工時のののの損傷度損傷度損傷度損傷度（（（（仮想仮想仮想仮想：：：：健全度健全度健全度健全度100100100100）））） 点検時点検時点検時点検時のののの損傷度損傷度損傷度損傷度 37.537.537.537.5

劣化予測線劣化予測線劣化予測線劣化予測線（（（（山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋　　　　主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁））））

100100100100

62.562.562.562.502040
6080100

0 10 20 30 40 50【【【【供用年供用年供用年供用年】】】】

【【【【健全度健全度健全度健全度】】】】

1969196919691969年架設年架設年架設年架設 供用年数供用年数供用年数供用年数39393939年年年年
経過年数経過年数経過年数経過年数とととと点検結果点検結果点検結果点検結果からからからから逆算逆算逆算逆算してしてしてして劣化予測式劣化予測式劣化予測式劣化予測式をををを算出算出算出算出竣工時竣工時竣工時竣工時のののの損傷度損傷度損傷度損傷度（（（（仮想仮想仮想仮想：：：：健全度健全度健全度健全度100100100100）））） 点検時点検時点検時点検時のののの損傷度損傷度損傷度損傷度 37.537.537.537.5

 山陵橋：第1径間　主桁健全度推移図
02040
6080100

2007 2010 2013 2016 2019 2022 2025 2028 2031 2034 2037 2040 2043 2046 2049 2052 2055西暦
健全度 健全度

2009年の健全度 最適な補修時期

山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋：：：：主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁

健全度推移図健全度推移図健全度推移図健全度推移図

 山陵橋：第1径間　主桁健全度推移図
02040
6080100

2007 2010 2013 2016 2019 2022 2025 2028 2031 2034 2037 2040 2043 2046 2049 2052 2055西暦
健全度 健全度

2009年の健全度 最適な補修時期

山陵橋山陵橋山陵橋山陵橋：：：：主桁主桁主桁主桁・・・・横桁横桁横桁横桁

健全度推移図健全度推移図健全度推移図健全度推移図
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Ⅱ．管理橋梁全体での検討

①管理橋梁毎の重要度の算出

重要度を表す重要度評価指標（表６）に基づいて、管理橋梁毎に社会条件、供用

条件、環境条件を考慮して評価・算定した数値を「重要度評価点」とする。

「重要度評価点」は、各項目に設定された条件毎の配点に重要度係数を乗じ、そ

の合計点により算出する。

そして、重要度評価点から、各橋梁の管理水準を(A)から(C)に分類する。

※重要度評価点＝Σ（重要度係数×配点） 【150点満点】表表表表6666 重要度評価指標重要度評価指標重要度評価指標重要度評価指標

◎山陵橋の重要度を、下記の通り算出する。

※条件 ①第 1次緊急輸送道路

②総交通量が10,000台以上

③大型車交通量が1,000台以上

④橋長24.5mを配点

※重要度評価点Σ＝（10×3）＋（8×3）＋（3×2）＋0.2＝60.2

◎表７に管理橋梁の重要度評価点一覧の抜粋を記す。表表表表7777 重要度評価点一覧重要度評価点一覧重要度評価点一覧重要度評価点一覧（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋・・・・全橋梁全橋梁全橋梁全橋梁のののの重要度評価点重要度評価点重要度評価点重要度評価点についてはについてはについてはについては、、、、別紙別紙別紙別紙にににに記載記載記載記載））））

 項目 重要度係数 1次緊急 2次緊急 なし10 9 0鉄道 高速、直轄、自専道 県・市町村道 ダム湖・湖沼・渓谷 その他河川等10 10 6 4 0≧20,000台 ≧10,000台 ≧3,000台 ≧2,000台 ≧500台 ＜500台10 8 6 4 2 0無 有10 0≧4,000台 ≧2,000台 ≧1,000台 ＜1,000台10 7 3 0該当 なし10 0≧400m ＜15m10 0橋長 1111
総交通量 3333大型車交通量 2222代替路の有無 2222交差状況 3333
特殊橋梁 1111

条件及び配点（最高10点、最低0点とする）緊急輸送道路 3333
400m＞L≧15m比例配分（10～0）

緊急輸送道路 交差状況 総交通量 代替路の有無 大型車交通量 特殊橋梁 橋長3 3 3 2 2 1 11 B025249000101 郡山 小林跨線橋（上り） 一般県道 大和郡山環状線 114.0 30 30 30 0 14 0 10.02 B025249000102 郡山 小林跨線橋（下り） 一般県道 大和郡山環状線 114.0 30 30 30 0 14 0 10.03 B014001000600 奈良 向谷橋 主要地方道 奈良生駒線 110.2 30 30 30 0 20 0 0.24 B014001000401 奈良 富雄小橋（上り） 主要地方道 奈良生駒線 108.0 30 18 30 0 20 10 0.05 B014001000402 奈良 富雄小橋（下り） 主要地方道 奈良生駒線 108.0 30 18 30 0 20 10 0.06 B043165000101 桜井 橿原跨線橋 一般国道 国道165号 107.6 30 30 30 0 14 0 3.67 B024005000200 郡山 法隆寺跨線橋（車道部） 主要地方道 大和高田斑鳩線 104.8 30 30 24 0 14 0 6.8・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・220 B063169003200 吉野 下田橋 一般国道 国道169号 60.3 27 0 12 20 0 0 1.3221 B014052000101 奈良 山陵橋 主要地方道 奈良精華線 60.2 30 0 24 0 6 0 0.2222 B034030000400 高田 南太田橋（伏見橋） 主要地方道 御所香芝線 60.2 27 0 24 0 6 0 3.2・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

No 重要度評価点合計事務所名整理番号 路線名道路種別橋梁名
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②データベースを構築

管理橋梁のデータベースを構築し、橋梁諸元・点検履歴・補修履歴・補修計画の

一元管理を行う。

・データベースのイメージ

橋梁を選択

点検履歴を 補修履歴を

選択 選択

図図図図32323232 データベースデータベースデータベースデータベースののののイメージイメージイメージイメージ

 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                                        パスワード変更｜ログアウト 検索結果一覧検索結果一覧検索結果一覧検索結果一覧            9件該当    
  一覧表示切換 
  確認 管理番号 ▼ 橋梁名 ▼ 事務所 ▼ 路線種別 ▼ 橋長（ｍ） ▼ 路線名 ▼ 形式 ▼ 1 台帳 位置 B063425000300 ○○橋 奈良 一般国道 14.0 国○○号 ・・・ 2 台帳 位置 B063425000999 ××橋 奈良 主要地方道 12.0 ○○○線 ・・・ 3 台帳 位置 B063425000777 □□橋 郡山 主要地方道 8.0 ○○○線 ・・・ 4 台帳 位置 B063425000888 ××橋 桜井 主要地方道 11.5 ○○○線 ・・・ 5 台帳 位置 ・・・ ××○橋 桜井 ・・・ 8.0 ・・・ ・・・ 6 台帳 位置 ・・・ ×△橋 桜井 ・・・ 6.0 ・・・ ・・・ 7 台帳 位置 ・・・ ・・・ 吉野 ・・・ 6.0 ・・・ ・・・ 8 台帳 位置 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 4.0 ・・・ ・・・ 9 台帳 位置 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 9.5 ・・・ ・・・ 
 

条件再設定 戻る ＣＳＶ出力 橋梁一覧橋梁一覧橋梁一覧橋梁一覧    点検一覧点検一覧点検一覧点検一覧    補修一覧補修一覧補修一覧補修一覧    
 
 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                            パスワード変更｜ログアウト 

    

 ■橋梁基本 施設番号 B999999999 土木事務所 奈良 路線種別 主要地方道 路線名 ○○○○線 橋名 ○○橋 作成年月日 H99.99.99 橋名（読み） ﾏﾙﾏﾙﾊﾞｼ 調整年月日 H99.99.99 所在地（自） ○○市○○町 1-1-1 橋梁種別 一般橋梁 所在地（至） ○○市××町 1-3 形式 I 桁     
 ■上部工 構造体番号 １ 径間数 １ 平面形状 直橋 主桁・主構材料 鋼 構造形式 ○○○○ 路面位置 ○×○○     
 構造体番号 ２ 径間数 １ 平面形状 直橋 主桁・主構材料 鋼 構造形式 ○○○○ 路面位置 ○×○○     

戻る 橋梁橋梁橋梁橋梁諸元諸元諸元諸元    点検点検点検点検履歴履歴履歴履歴    補修補修補修補修履歴履歴履歴履歴    台帳表示 
 

 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                            パスワード変更｜ログアウト 
 ■点検履歴  点検日 点検種別 1 H25.10.02 定期点検 2 H20.10.15 定期点検 
 ■点検諸元 点検日 H25.10.02 点検種別 定期点検 点検業者名 ○○株式会社 点検者名 山田太郎 点検内容・総括 定期点検 特に問題なし。 詳細調査の有無 無 問題への対応 不要 対応内容 － 点検関連資料 損傷図.xls  写真帳.xls 
 ■点検結果（点検シート）     

戻る 橋梁諸元橋梁諸元橋梁諸元橋梁諸元    点検履歴点検履歴点検履歴点検履歴    補修履歴補修履歴補修履歴補修履歴    

 

 
 

 

 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                            パスワード変更｜ログアウト 
 ■補修履歴  補修年月日 補修の種類 1 H2２.1.0４ 塗装の塗り替え 2 H20.10.15 ひび割れ注入 
 ■補修諸元 補修日 H2２.1.0４ 補修種別 塗装の塗り替え 補修業者名 ○○株式会社 現場管理人 山田太郎 補修内容・総括 塗装の塗り替え 特に問題なし。 対応内容 － 補修関連資料 損傷図.xls  写真帳.xls 
 ■補修結果 

戻る 橋梁諸元橋梁諸元橋梁諸元橋梁諸元    点検履歴点検履歴点検履歴点検履歴    補修履歴補修履歴補修履歴補修履歴    
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③補修工事の優先順位を決定

構築したデータベースを活用することで、現在の健全度と劣化予測式から算出し

た損傷の進行速度並びに橋梁毎に算定した重要度評価点及び管理水準を総合的に考

慮し、今後10年の各橋梁の補修・点検時期を算出する。

図図図図33333333 データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステムによるによるによるによる将来将来将来将来シュミレーションシュミレーションシュミレーションシュミレーション
④耐震補強計画を決定

耐震補強が未対策である35橋については、上記の修繕計画との整合をとりながら、

最適な対策時期を算出する。

各個別橋梁について、上記の算定及び評価を行い、管理橋梁（726橋）の今後10年

間の、点検・修繕計画を別紙に記す。

 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                            パスワード変更｜ログアウト 将来予測シミュレーション 実行結果一覧 
 実行日時 実行者 ID 状態 削除 
1 H21.12.23 15:30 12456789 計算中 － 
2 H21.12.20 10:21 12456789 参照可能 削除 

3 H21.12.19 09:51 99999999 参照可能 削除 

4 H21.12.19 10:12  99999999 参照可能 削除 

 

 奈良県奈良県奈良県奈良県    橋梁橋梁橋梁橋梁データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム                                            パスワード変更｜ログアウト 将来予測シミュレーション 条件設定 管理水準管理水準管理水準管理水準    劣化予測劣化予測劣化予測劣化予測    補修対策補修対策補修対策補修対策    戻る 実行 
確定 

予算計画予算計画予算計画予算計画    対象対象対象対象橋梁橋梁橋梁橋梁    項目 重要度係数 1次緊急 2次緊急 なし10 9 0鉄道 高速、直轄、自専道 県・市町村道 ダム湖・湖沼・渓谷 その他河川等10 10 6 4 0≧20,000台 ≧10,000台 ≧3,000台 ≧2,000台 ≧500台 ＜500台10 8 6 4 2 0無 有10 0≧4,000台 ≧2,000台 ≧1,000台 ＜1,000台10 7 3 0該当 なし10 0≧400m ＜15m10 0橋長 1111総交通量 3333大型車交通量 2222代替路の有無 2222交差状況 3333特殊橋梁 1111
条件及び配点（最高10点、最低0点とする）緊急輸送道路 3333 400m＞L≧15m比例配分（10～0）

 健全度分布（全橋梁）：全橋梁管理水準B（10億/年）0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055西暦健全度分布 100～8080～6060～4040～2020～0～0
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((((3333))))組織体制組織体制組織体制組織体制のののの強化強化強化強化・・・・職員職員職員職員ののののスキルアップスキルアップスキルアップスキルアップとととと技術技術技術技術のののの伝承伝承伝承伝承

現在、本県では、橋梁の維持管理を土木事務所工務課および管理課が担当している

が、専任担当者は配置されてない。また、今後3年間において団塊世代の職員が定年

退職を迎え、土木技術職員が大幅に減少する。

このことから、橋梁の「予防保全」型維持管理についても、効率的かつ合理的に実

施する必要があるため、各土木事務所に施設保全係または予防保全担当者を配置し、

組織体制の強化を図る。

さらに、県土木技術職員の橋梁に関する知識、点検能力の向上を図ることで、日常

点検だけでなく5年毎に行う定期点検も県土木技術職員が実施し、点検結果に基づい

て計画を見直すなど効率的な「予防保全」に努める。

加えて、後継者育成のため、福岡市が作成したような土木技術職員教育用の冊子（道

路橋教本）を作成・配布するとともに、橋梁に関する講習会等の開催を通じて、土木

技術職員の橋梁の予防保全に関する知識の向上を図る。また、橋梁構造に精通してい

るＮＰＯ団体と協働して長寿命化の視点での日常点検及び維持管理を実施すること

で、橋梁の維持管理技術を伝承できる体制を構築する。

図図図図34343434 奈良県土木技術職員奈良県土木技術職員奈良県土木技術職員奈良県土木技術職員のののの分布分布分布分布

図図図図35353535 今後今後今後今後のののの組織体制組織体制組織体制組織体制

道路管理課 技術管理課
○○土木事務所施設保全係予防保全担当者・日常点検、定期点検の実施・補修・補強工事の実施・市町村に対する予防保全の技術支援窓口 NPO団体協 働
・社会資本（道路構造物）の予防保全に関するとりまとめ・職員のスキルアップ
ex.)橋梁点検ﾏﾆｭｱﾙの作成道路橋教本の作成 ・職員のスキルアップ

ex.)講習会の開催道路管理課 技術管理課
○○土木事務所施設保全係予防保全担当者・日常点検、定期点検の実施・補修・補強工事の実施・市町村に対する予防保全の技術支援窓口 NPO団体協 働
・社会資本（道路構造物）の予防保全に関するとりまとめ・職員のスキルアップ
ex.)橋梁点検ﾏﾆｭｱﾙの作成道路橋教本の作成 ・職員のスキルアップ

ex.)講習会の開催

土木技術職員数土木技術職員数土木技術職員数土木技術職員数
05101520
25303540

20 25 30 35 40 45 50 55 60【年齢】
【人】 土木技術職員数全体全体全体全体のののの40404040%%%%がががが50505050代代代代にににに集中集中集中集中



*22「自治体管理・道路橋の長寿命化修繕計画策定マニュアル（案）」平成 19 年 3 月の対症療法型橋梁の更新までの期間を参考に、鋼橋は 60年、コンクリート橋は 75年とする。
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((((4444))))予防保全予防保全予防保全予防保全のののの導入効果導入効果導入効果導入効果

「予防保全」型維持管理による計画的な点検及び補修工事を実施することで、各橋

梁のライフサイクルコストを縮減し、毎年の維持管理コストの平準化及び効率的な予

算執行により、次の効果を得る。

①耐用年数

*22

まで橋梁を使用したうえで、架け替えを行う維持管理の場合は、今後

50年間で1,320億円の予算が必要となるが、「予防保全」型維持管理では500億円と

見込まれることから、820億円（16.4億円／年）の維持管理コスト縮減が図ること

が出来る。

図図図図36363636 予防保全予防保全予防保全予防保全によるによるによるによる維持管理維持管理維持管理維持管理コストコストコストコストのののの縮減効果縮減効果縮減効果縮減効果
②管理水準(A)を満たしていない橋梁が13橋、(B)については83橋、(C)については

82橋の合計178橋があるが、10年後には、全ての管理橋梁を健全化することで、橋梁

の安全性・信頼性の確保を図る。

③橋梁を長寿命化させ、耐用年数を概ね100年以上とすることで、高齢化橋梁の一

時期に集中する架け替え時期の平均化を図る。

図図図図37373737 維持管理予算維持管理予算維持管理予算維持管理予算のののの平準化平準化平準化平準化
事後保全事後保全事後保全事後保全によるによるによるによる橋梁橋梁橋梁橋梁のののの架替費架替費架替費架替費

0100020003000400050006000700080009000
2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 【年】
【百万円】対策費 今後今後今後今後50505050年年年年でででで1320132013201320億円億円億円億円がががが必要必要必要必要

0200400600
8001,0001,2001,400

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055西暦累積事業費　（億円）
予防保全＋耐震補強事後保全 約820億円のコスト縮減効果

05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,0004,5005,000
2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 【年】

【百万円】 耐震補強工事補修工事
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((((5555))))市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁のののの予防保全予防保全予防保全予防保全にににに対対対対するするするする支援内容支援内容支援内容支援内容およびおよびおよびおよび支援体制支援体制支援体制支援体制のののの

充実充実充実充実

本県では、市町村合併が進んでいないことから、小規模な市町村が多く、特に 12

町村においては、土木技術職員がいない状況である。市町村が管理する橋梁も高齢化

している中、「予防保全」型維持管理の橋梁点検及び計画策定は進んでいない。よっ

て、県は、市町村が「予防保全」型維持管理を実施するための支援として、道路管理

課及び各土木事務所に配置した予防保全担当者が窓口になり、市町村からの橋梁に関

する様々な問い合わせに対応するとともに、市町村土木技術職員を対象とした点検方

法、計画策定方法及び補修工事に関する講習会を引き続き実施する。

また、市町村管理橋梁の安全確保及び維持管理費の効率的執行を図るため、市町村

が実施すべき事務を県が担当する「垂直補完」により、橋梁点検や橋梁長寿命化修繕

計画を策定する。

さらに、市町村が管理する農道・林道上の橋梁についても、台帳整備が不十分なこ

とから、諸元の把握が出来ていない状況を踏まえ、市町村道上の橋梁と併せて橋梁台

帳の整備・橋梁点検・長寿命化修繕計画策定及び「予防保全」型維持管理への転換に

向けた支援を実施する。

図図図図38383838 市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁市町村管理橋梁のののの維持管理体制維持管理体制維持管理体制維持管理体制（（（（現状現状現状現状とととと今後今後今後今後））））

日常点検定期点検
長寿命化修繕計画
予防的な修繕

日常点検定期点検
長寿命化修繕計画
予防的な修繕 予防的予防的予防的予防的なななな修繕修繕修繕修繕（（（（ひびひびひびひび割割割割れれれれ注入状況注入状況注入状況注入状況））））

事後的な修繕
全ての市町村で実施されず

現状現状現状現状の市町村管理橋梁の維持管理体制 今後今後今後今後の市町村管理橋梁の維持管理体制
県県県県がががが技術的技術的技術的技術的なななな支援支援支援支援

事後的事後的事後的事後的なななな修繕修繕修繕修繕
定期点検定期点検定期点検定期点検

※受託（垂直補完）または技術的助言
※受託（垂直補完）または、技術的助言

※受託（垂直補完）または、技術的助言

必要に応じ技術的助言点検完了率３６％（22年1月末時点）

対症療法的対症療法的対症療法的対症療法的なななな維持管理維持管理維持管理維持管理をををを実施実施実施実施

日常点検日常点検日常点検日常点検日常点検定期点検
長寿命化修繕計画
予防的な修繕

日常点検定期点検
長寿命化修繕計画
予防的な修繕 予防的予防的予防的予防的なななな修繕修繕修繕修繕（（（（ひびひびひびひび割割割割れれれれ注入状況注入状況注入状況注入状況））））

事後的な修繕
全ての市町村で実施されず

現状現状現状現状の市町村管理橋梁の維持管理体制 今後今後今後今後の市町村管理橋梁の維持管理体制
県県県県がががが技術的技術的技術的技術的なななな支援支援支援支援

事後的事後的事後的事後的なななな修繕修繕修繕修繕
定期点検定期点検定期点検定期点検定期点検定期点検定期点検定期点検

※受託（垂直補完）または技術的助言
※受託（垂直補完）または、技術的助言

※受託（垂直補完）または、技術的助言

必要に応じ技術的助言点検完了率３６％（22年1月末時点）

対症療法的対症療法的対症療法的対症療法的なななな維持管理維持管理維持管理維持管理をををを実施実施実施実施

日常点検日常点検日常点検日常点検
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５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに

本県の橋梁が、近い将来に高齢化時代を迎えることから、安全性・信頼性の確保と

維持管理の財政負担軽減のため、本計画を策定した。特に、昨今の極めて厳しい財政

状況のもと、高齢化橋梁の維持管理を効率的・合理的に行うためには、「計画策定→

補修対策→定期点検→計画の見直し」という橋梁の維持管理マネジメントサイクルを

確立させ継続的に取り組む必要がある。

今後は、本計画に基づき、「予防保全」型維持管理を継続的に実施し、適宜見直し

を行うことで、橋梁に重大な損傷を発生させることなく長寿命化を図るとともに、安

心で安全に通行できる道路ネットワークの確保に努めていく。

図図図図39393939 今後今後今後今後のののの橋梁維持管理橋梁維持管理橋梁維持管理橋梁維持管理ののののマネジメントサイクルマネジメントサイクルマネジメントサイクルマネジメントサイクル
奈良県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会

本計画は、専門知識を有する学識経験者の意見を踏まえて策定した。

「奈良県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会」委員

委員長 関西大学 総合情報学部 教 授 古田 均

委 員 京都大学大学院工学研究科社会基礎工学 教 授 杉浦 邦征

委 員 京都大学大学院工学研究科社会基礎工学 准教授 服部 篤史

事務局 奈良県土木部道路管理課 TEL0742-27-7502

橋梁点検C heck改善・見直しA ct
長寿命化修繕計画P lan 補修対策D o橋梁データベース 補修履歴データを反映点検データを反映データ活用データ分析

計画に基づいて着実に補修対策を実施安全で円滑な交通を確保

日常パトロールによる安全確認定期的な点検による状態把握異常時の安全確認

将来の大改修時代に備えて、事後的な修繕から予防的な修繕へと政策転換を図るための計画。長寿命化及びコスト縮減を図る。

点検や対策の実績をもとにした分析、新たな技術的知見等を取り入れて施策の改善・見直しを図る。
職員の点検能力の向上
新技術の活用

職員の継続的な育成
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